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相模川水系流域及び氾濫域の概要 資料２－１

流域面積（集水面積）：約1,680km2

幹川流路延長：約113km
流域内人口：約128万人
想定氾濫区域面積：約75km2

想定氾濫区域人口：約30万人
想定氾濫区域内資産額：5兆円
主な市町村：相模原市・厚木市・

富士吉田市等

流域及び氾濫域の土地利用は約75％が山
地であり市街地が約10％を占める。

土地利用

現在の土地利用(H9)

地形・地質特性

特徴と課題

相模川流域位置図

横浜

東京

流域の年平均降水量は約1,800mmであり、全国平均と同程度。
富士山や丹沢山地で多雨傾向。

降雨特性

【年間降雨量分布図】
昭和51年～17年の30ヵ年平均値【降水量の月別分布】

流域平均雨量（H7～H16）
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主な産業

流域の年平均降水量は約1,800mmであり、全国平均と同程度。一方、富士山や丹沢山地部は多雨傾向。
上流部の降雨等の多くが伏流水となり忍野八海や山中湖等を形成。
中流から下流部にかけて市街地が広がり、特に下流の平野部に人口・資産が集中し一度氾濫すると甚大
な被害が発生。

◆上流部の山中湖村では、観光資源に関わる第三次産業（特に観光産業）が
盛んで、多くの宿泊施設等が存在。

◆下流部は、清涼飲料水の大手2社が生産工場を有しており、国内有数の出荷
量を誇る。また、平塚市では自動車関連産業が盛ん。

上流部の水源地域は、溶岩や火山礫など
透水性が高い地質で構成され、降雨や降
雪の多くが伏流水となり、忍野八海や山中
湖を形成。
城山ダムから上流の上流部は山地で急
勾配。城山ダムから厚木までの中流部は
丘陵地・河岸段丘が発達。厚木より下流
の下流部では比較的緩勾配で市街地が
拡がる。

富士山

丹沢山地

寒川取水堰

小倉

清涼飲料業界最大規模の
２工場で約6,000万ケース/
年以上を出荷

想定氾濫区域

凡例

高速道路

新幹線

基準地点■

在来線

都県境

上流部の観光資源
（富士山・山中湖）

山中湖村民約6千人
に対して10倍の宿泊
受け入れ量
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C
下流：厚木市街地 (河口から15km)

河床勾配が1/500以下の平野部で資産が集中している。

海老名市 厚木市

DA
中流： (河口から25km)

相模川

河岸段丘
丘陵

河床勾配は1/200～1/500で河岸段丘が発達している。

B

相模原市

平塚市

茅ヶ崎市

座間市

海老名市

厚木市

流域及び氾濫域の諸元

富士山地質構造と忍野八海

新富士層
旧期富士層

古富士層

忍野八海

不透水層

丹沢山地

１



昭和49年9月：台風、前線による被災

流量 ：4,650m3/s

浸水戸数 ：3戸（床上）、67戸(床下)

昭和57年8月：台風10号、前線による被災

流量 ：6,520m3/s

浸水戸 ：9戸(床上)、75戸（床下) 相模湾沿岸で高潮被害

昭和57年9月：台風18号による被災

流量 ：4,090m3/s

家屋全・半壊及び流失 ：2戸 相模湾沿岸で高潮被害

浸水戸数 ：44戸(床上)、212戸(床下)

平成11年8月：台風20号

流量 ：4,860m3/s

浸水戸数 ：1戸（床下)

明治40年8月洪水(台風)

昭和57年9月出水被害状況

昭和32年、相模川改修計画を策定し、本格的改修に着手。急増する水需要への対応と洪水調節を目的に昭和36年に相模川総合開発事業に着手。

昭和41年、既定計画を踏襲する工事実施基本計画を策定。昭和49年に厚木市等の市街地の進展を踏まえ、計画規模を1/150に改定。

これまで、上下流バランスに配慮しつつ無堤部区間、堤防断面が不足している区間において堤防整備を実施。上流部では、洪水調節施設として城山ダム

や宮ヶ瀬ダムを建設。

主な洪水とこれまでの治水対策 相模川水系

これまでの治水対策

主な洪水と治水計画

２

明治40年出水被害状況

●相模川流域各地で大雨をもたらし、崖崩れ、浸
水など大きな被害を生じた。

●右岸の厚木の市街地、左岸の海老名では堤防が決
壊し、市街地が一面浸水するなど甚大な被害をもたら
した。

2戸家屋全・半壊及び流失

0人死者・行方不明者

212戸床下浸水

44戸床上浸水
浸水家屋戸数

約4,090(m3/s)流量

※出典：神奈川県災害史

367戸家屋全・半壊及び流失

1,151戸床下浸水

1,677戸床上浸水
浸水家屋戸数

4人死者・行方不明者

約11,900(m3/s) (推定値）流量

主な洪水

平成13年 宮ヶ瀬ダム完成
目的 ：治水、不特定、上水、発電
諸元 ：治水容量 4,500万m3

明治40年8月：台風により甚大な被災（既往最大）

流量 ：約11,900m3/s (推定値）

死者・行方不明者 ：4名

家屋全・半壊及び流失 ：367戸

浸水戸数 ：1,677戸（床上）、1,151戸(床下)

明治43年8月：台風による被災

流量 ：約7,000m3/s (推定値）

死者・行方不明者 ：4名

家屋全・半壊及び流失 ：66戸

浸水戸数 ：331戸（床上）、1,366戸(床下)

◆下流部の市街地の進展を踏まえ、上下流バランスに配慮しつつ無堤部区間、堤防断面が不

足している区間において堤防整備を実施。

◆三川(相模川、中津川、小鮎川）合流付近で流下能力の向上を図るため河道拡幅を実施中。

◆上流部では、洪水調節施設として城山ダム、宮ヶ瀬ダムを建設。

昭和22年9月：カスリーン台風、前線による被災
流量 ：約6,900m3/s (推定値）
死者・行方不明者 ：1名
浸水戸数 ：9戸（床上）

75m堤高

260m堤長

治水、上水、発電目的

5,470万m3有効貯水量

2,750万m3治水容量

城山ダム（相模川）〈S40年完成〉

400m堤長

156m堤高

治水、不特定、上水、発電目的

18,300万m3有効貯水量

4,500万m3治水容量

宮ヶ瀬ダム（中津川）〈H13年完成〉

※出典：水害統計

城山ダム

津久井湖

昭和57年8月洪水（台風）

昭和36年
相模川総合開発事業
〈基本高水のピーク流量〉：4,100m3/s(城山) 
〈計画高水流量〉 ：3,000m3/s (城山) 

昭和44年
相模川一級水系に指定
河口から6.6kmを直轄区間とする
宮ヶ瀬ダム予備調査に着手

昭和49年
相模川水系工事実施基本計画改定（厚木市を中心とする市街地の進

展を踏まえ、基準地点を城山から厚木に変更するとともに、計画規模を
1/150とする計画に改定）

〈基本高水のピーク流量〉 ：10,100m3/s(厚木)
〈計画高水流量〉 ： 7,300m3/s(厚木)

昭和40年 城山ダム完成（相模川総合開発事業）

目的 ：治水、上水、発電

諸元 ：治水容量 2,750万m3

昭和41年
相模川水系工事実施基本計画策定
〈基本高水のピーク流量〉 ：4,100m3/s(城山)
〈計画高水流量〉 ：3,000m3/s(城山)

昭和32年
相模川水系改修計画策定
〈基本高水流量〉 ：4,000m3/s (相模ダム) 
〈計画高水流量〉 ：6,000m3/s  (河口) 

三川（相模川、中津川、小鮎川）合流付近の河道拡幅を位置づけ

宮ヶ瀬ダム

宮ヶ瀬湖

中津川

※流量はダム戻し・氾濫戻し流量

相
模
川

昭和47年に用地買収に着手し、
平成19年3月現在で、95%の拡
幅用地を買収済み

堤防整備率

相模川（直轄区間及び指定区間）及び中津川の数値を示す

完成 暫定 未整備 改修不要 計
(%) (%) (%) (%) (%)
67.0 8.0 14.1 10.9 100.0

堤防整備状況
【H18.3現在】

S57.9 浸水被害状況

平塚市馬入地先

S57.9 霞堤部の浸食状況

平塚市鹿見堂地先

昭和57年9月洪水（台風）

昭和57年8月出水被害状況

0戸家屋全・半壊及び流失

0人死者・行方不明者

75戸床下浸水

9戸床上浸水
浸水家屋戸数

約6,520(m3/s)流量

※出典：水害統計

●相模川流域各地で大雨をもたらし、崖崩れ、浸
水など大きな被害を生じた。

●平塚市において雨水幹線からの溢水による浸
水被害及び無堤部からの溢水。

S57．8水防活動状況

須賀地区

※流量はダム戻し・氾濫戻し流量

三川合流部
（相模川、中津川、小鮎川）付近

S57．8水防活動状況

平塚市四之宮地先

堤防整備

河道拡幅

ダム整備



相模川

中津川

小鮎川

○
○

○

○

水系：相模川水系

河川：相模川

地点：厚木
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既定計画後に計画を変更するような大きな洪水は発生していない

基準点 年最大流量

基準点上流域 年最大2日雨量

※流量は、ダム戻し氾濫戻し流量

相模川水系

工事実施基本計画策定 S49

1/150 流量 10,100m3/s

既定計画策定後に計画を変更するような大きな洪水は発生しておらず、流量データによる確率からの検証、既往洪水か
らの検証により、基準地点厚木での基本高水ピーク流量を10,100m3/sとする。

昭和49年工事実施基本計画の概要

年最大流量等の経年変化 流量データによる確率からの検証

流量データによる確率から基本高水ピーク流量
を検証した結果、基準地点厚木における1/150
規模の流量は、7,500～10,300m3/sと推定。

基本高水ピーク流量の検討

460mm/2日基準降雨

7,300m3/s計画高水流量

10,100m3/s基本高水ピーク流量

1/150計画規模

厚木基準地点

厚木地点流量確率計算結果図

1/150基準降雨量 460mm/2日

工事実施基本計画策定 S49

既往洪水からの検証

・既往最大洪水は文献等（被害、雨量の記録）から明治40年8月
洪水と推定。

・氾濫計算による浸水深が文献による浸水深と整合するように
計算。

・氾濫計算による検証した結果、11,900m3/sとなり基本高水の
ピーク流量に相当。

３

厚木

7,300

基本高水のピーク流量
10,100m3/s（厚木）

6,5005,800 7,500 7,800

小倉橋 磯部 寒川 河口

(単位：ｍ3/ｓ)
1,000

中津川

明治40年8月洪水浸水深
厚木町：18尺（5.5m）
量水標の0点高がT.P.16.1であるこ
とから、 氾濫水位は
5.5+16.1=21.6mとなる

出典：厚木市史

1/150 確率流量
（厚木地点 ）

(m3/s)

7,500m3/s 10,300m3/s

基本高水のピーク流量
10,100m3/s

指数分布 Exp 8,900
ガンベル分布 Gumbel 7,500
平方根指数型最大値分布 SqrtEt 8,400
一般化極値分布 Gev 9,800
対数ピアソンⅢ型分布（対数空間法） LogP3 8,800
石原･高瀬法 IshiTaka 7,600
岩井法 Iwai 10,300
対数正規分布3母数 クォンタイル法 LN3Q 9,600

対数正規分布3母数 (sladeⅡ） LN3PM 7,600

氾濫区域再現状況

基本高水ピーク流量の検証

既存資料から推定される
明治40年8月洪水の破堤箇所

厚木量水標水位記録及び

氾濫計算水位
1.8+19.8=T.P.21.6m

家の軒まで浸水の記録あり

海老名むかしばなしより

相模湾

二階まで浸水した家屋の記録あり(氾濫計
算浸水深2.1～3.1m)

朝日新聞記事より

上段：浸水深

下段：地盤高

◆既定計画策定後に計画を変更するような出水は発生
していない

◆流量データによる確率と既往洪水から検証し、基本高
水のピーク流量は工事実施基本計画の10,100m3/s
とする

12,000
11,000
10,000

7,000
現行計画
基本高水の
ピーク流量

流量データに
よる確率

既往洪水

10,100
9,000
8,000

10,300

7,500

11,900



基本高水のピーク流量10,100m3/s（厚木地点）に対して河道で7,300m3/sを対応し、
残りの2,800m3/sを既設洪水調節施設及びその有効活用により対応。

治水対策の考え方 相模川水系

流下能力（水位縦断図）

河道での対応

三川合流付近では河道拡幅を実施中（用地買収は昭和４７年に着手）であり、沿川には人
口・資産が集積しているため、更なる拡幅は困難。堤防防護に必要な高水敷幅40mを確保し、
環境に配慮して平水位以上の掘削により確保できる流量は7,300m3/sとなり、計画高水流量
（厚木地点）を7,300m3/sと設定。
基本高水10,100m3/sに対して、残り2,800m3/sを洪水調節施設で対応することとし、既設洪
水調節施設の有効活用等により対応。

洪水調節

河川整備基本方針の計画流量配分図

４

厚木

7,300 7,800

磯部

単位：m3/s
：基準地点
：主要な地点

河口

宮ヶ瀬ダム

基本高水ピーク流量：10,100m3/s

1,000
中津川

相模湾は高潮・津波が発生しやすい地形。未整備区
間について高潮堤を整備。
津波に対しては「南関東地震」発生時の想定津波高
（T.P.+3.6m）が、相模川の高潮堤防高(T.P.+7.0m)を
下回るため、高潮堤防の整備により対応可能。

三川（相模川，中津川，小鮎川）合流付近では、河道拡幅（用地買収は昭和４７年に着
手）を実施中。沿川には人口・資産が集積していることに加え、鉄道等の橋梁が横架して
おり更なる河道拡幅は困難。
過去の洪水の侵食実績から、高水敷幅40mを確保することとし、アユの産卵床に配慮し
平水位以上の掘削を実施。
これらにより、現状の流下能力約5,000m3/sに対して、確保できる流量は7,300m3/s。
その他無堤部区間、堤防断面が不足している区間で堤防を整備。
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低水路平均河床高

河積不足

河積不足

城
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ダ
ム

宮ヶ瀬ダム

平成13年完成
目的 ：治水、不特定、上水、発電
諸元 ：治水容量 4,500万m3

城山ダム

昭和40年完成
目的 ：治水、上水、発電
諸元 ：治水容量 2,750万m3

相模川14.8k地点横断図Ａ

平水位以上の掘削

H.W.L
築
堤

アユの産卵床の保全

平水位

掘削

必要高水敷幅の確保
40m

必要高水敷幅の確保
40m

厚木市街地厚木市街地
A

相
模
川

河道拡幅を実施

南向きの湾

57.5進捗率（％）

2.3整備延長

4.0 全体計画延長

T.P.7.0m

単位：ｋｍ

Ｂ

Ｂ

高潮・津波対策

整備済み区間

未整備区間

高潮堤防整備状況

茅ヶ崎市

平塚市

三川合流

相模湾は、南向きの湾で急峻な地形という特徴
をもっているため高潮・津波が発生しやすい。

急峻な地形



自然環境 相模川水系

下流部 ～瀬と淵の保全～

【現状】
◆瀬と淵が形成され、アユ等の産卵・生息場とな

っている。
◆砂礫地は、コアジサシ等の営巣場となっている。

【対応】
○掘削形状に配慮して、アユ等の産卵・生息場と

なる瀬と淵の保全を図る。

下流部（河口）～干潟の保全～

【現状】
◆汽水域はマハゼ・ボラ等の魚類の生息場とな

っている。
◆河口干潟は、シギ・チドリ類等の渡り鳥の中継

地となっている。

瀬と淵（厚木市・海老名市）

■上流部は、蒼竜峡や猿橋付近の渓谷美が見られる河川景観を有している。
■中流部は、瀬・淵や礫河原が形成され、アユ等の生息環境や河原固有の動植物の生息・生育環境を有している。
■下流部は、瀬と淵が形成され、アユ等の産卵・生息環境を有している。

【対応】
○ヤマメ、カジカ等の渓流魚が生息する良好な渓流環

境の保全及び相模川の流れによって形成された河
川景観の保全に努める。

上流部 ～渓流環境の保全～

【現状】
◆上流部は、山中湖や国の天然記

念物の忍野八海（おしのはっかい）
等が富士箱根伊豆国立公園に指
定されている。

◆溶岩で形成された蒼竜峡（そうりゅ
うきょう）や国の名勝に指定されて
いる猿橋（さるはし）周辺は、景勝
地となっている。

◆渓流には、ヤマメ・カジカ等が生息
している。

蒼竜峡（都留市）

写真：都留市役所ホー
ムページ

中津川 ～瀬と淵の保全～

【対応】
○掘削形状に配慮して、アユ等の生

息場となる瀬と淵の保全を図る。

【現状】
◆瀬と淵が形成され、アユ・オイカワ等

の生息場となっている。

【現状】
◆カワラノギク等の河原固有植物の生育場と

なっている礫河原では、みお筋が固定化し砂
利の移動が少なくなり、植生が繁茂。

◆瀬と淵が形成され、アユ・ウグイ等の生息場
となっている。

【対応】

○掘削形状に配慮して、河原固有の動植物が生息・生育する礫河原の保全

を図る。

中流部 ～礫河原の保全～

５

上流部

中流部

下流部

名橋 猿橋

カワラノギク
(環境省：絶滅危惧ⅠB類)

礫河原（厚木市・座間市）

石に付着したアユ
の卵

コアジサシの雛と卵

写真:川の生物図典

写真:神奈川県内水面試験場HP

中津川の瀬と淵（厚木市）

【対応】

○渡り鳥の中継地となっている河口干潟の保

全に努める。

河口干潟（平塚市・茅ヶ崎市）

猿橋周辺の渓谷
（大月市）

昭和22年

河道の単列化が進行

みお筋が複列

相模川19k付近

干潟

平成14年
みお筋が固定

米軍撮影の空中写真（昭和２２年撮影）

猿橋

蒼竜峡

忍野八海



上流部

中流部

下流部

沼本ダム

寒川取水堰（上）

馬入橋

富士見橋

山中湖

忍野八海

河口湖

○環境学習やスポーツ、レクリエーション、憩い
の場等として、自然環境との調和を図りつつ、
整備・保全を図る。

◆アユ釣り、水遊び等や河川の自然環境を活かした環境学習の場、イベン
ト等に利用されている。

◆グラウンドや公園はスポーツやレクリエーション、憩いの場等として利用さ
れている。

空間利用・水質 相模川水系

■恵まれた自然環境を活かした観光及びレクリエーションの場、スポーツや河川を活かしたイベント等、多くの人に多目的に利用
されている。

■水質は、環境基準値を概ね満足している。

水質

○下水道等の関連事業や関係機関との連携・
調整及び地域住民との連携を図りながら、現
状の水質の保全に努める。

空間利用（中津川）

◆宮ヶ瀬湖では、ダム湖畔に憩いの広場等が
整備され、様々なイベントが開催される等、市
民の憩いの場となっている。

宮ヶ瀬ダム観光放流

○自然とのふれあいの場やダム湖等の周辺
環境の保全を図る。

空間利用（中下流部）

◆自然環境を活かした観光やスポーツ、レク
リエーション、渓流釣り、キャンプ等に利用
されている。

◆相模湖、津久井湖等ではレガッタやボート
遊び等に利用されている。

空間利用（上流部）

○自然とのふれあいの場や観光資源となる渓
流環境や河川景観の保全に努める。

レガッタの練習
（相模湖）

６

相模川　ＢＯＤ７５％値経年変化

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

S.61 H.1 H.4 H.7 H.10 H.13 H.16

（年度）

Ｂ
Ｏ

Ｄ
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㎎
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ℓ）

富士見橋(AA)

沼本ダム(A)

寒川取水堰（上）(A)

馬入橋(C)

C類型：5㎎/ℓ

AA類型：1㎎/ℓ

A類型：2㎎/ℓ

花火大会（厚木市）アユ釣り

自然観察会(馬入水辺の楽校)

スポーツ利用

渓流釣り自然環境を活かした
観光(忍野八海)

マラソン大会
（河口湖）

山中湖畔を利用したウォーキング
大会やキャンプ

クリスマスイベント
(宮ヶ瀬湖畔エリア)

あいかわ公園
(ダムサイトエリア)

◆相模川の水質は、環境基準値を経年的に概
ね満足している。

環境基準Ｃ類型環境基準AA類型

環境基準A類型

環境基準類型指定

相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム



かんがい
56.77m3/s, 6%

水道
41.28m3/s, 4%

その他
0.73m3/s, 0%

工業
6.69m3/s, 1%

発電
842.51m3/s,

89%

総合運用

■急増する人口と産業の発展に伴い、増加する水需要に応えるため,計画的に高度な水資源開発を行っている。
■効率的、効果的に水運用を行うために、宮ヶ瀬ダムと相模ダム及び城山ダムとを２本の導水路を介して、総合運用している。

水需要の推移と水資源開発

水利用

７

相模川水系

水利用の現状

◆以下の特徴を踏まえ、相模ダム・城山
ダムと宮ヶ瀬ダムを２本の導水路を介
して総合的に運用。

・集水面積が大きく貯水量が小さい
→相模・城山ダム

・集水面積が小さく貯水量が大きい
→宮ヶ瀬ダム

【パターン１】

本川ダム群（相模・城山ダム

）及び宮ヶ瀬ダムで十分な貯
留がある時
→本川ダム群先使いによる

補給

【パターン２】

本川ダム群（相模・城山ダム）

で一定の貯水量（中間制限水
位）を下回り宮ヶ瀬ダムで十
分な貯水量がある時
→宮ヶ瀬ダムによる補給

【パターン３】

本川ダム群（相模・城山ダム）

及び宮ヶ瀬ダムの全てで一定
の貯水（中間制限水位）を下
回る時
→全てのダムの残容量比で

補給

相模湾

相模ダム
48,200千m3

城山ダム
47,365千m3

宮ヶ瀬ダム
183,000千m3

道志ダム

道志
集水エリア
流域面積
112.5㎞2

宮ヶ瀬
集水エリア
流域面積
101.4㎞2

相模･城山
集水エリア
流域面積
1,201.3㎞2

道志
導水路

津久井
導水路

磯部頭首工

相
模
川

道
志
川

中
津
川

寒川取水堰

相模大堰

相模湾

相模ダム
48,200千m3

城山ダム
47,365千m3

宮ヶ瀬ダム
183,000千m3

道志ダム

道志
集水エリア
流域面積
112.5㎞2

宮ヶ瀬
集水エリア
流域面積
101.4㎞2

相模･城山
集水エリア
流域面積
1,201.3㎞2

道志
導水路

津久井
導水路

磯部頭首工

相
模
川

道
志
川

中
津
川

寒川取水堰

相模大堰水利権の用途別割合

◆水利用の約９割が発電用水。
◆約880万人（神奈川県内の給

水人口の約６割）の水道用水
を供給。

◆約9500haの農地でかんがい
に利用。

河口湖

山中湖

道志川
中津川

相模大堰

磯部頭首工

城山ダム

相模ダム

宮ヶ瀬ダム

寒川取水堰
寒川取水堰

下流地点

小倉地点

津久井導水路

道志導水路

補給の基本ルール

本川ダム群（相模ダム・城山ダム）は集水面積が大きく、貯水量が小さいため水を貯めやすい。こ
のため、水系全体の効率的な水運用を図るため、本川ダム群を先使いし補給を実施。

◆京浜地帯の人口増加や工業の進展に伴う水道用水、工業用水及び電力需要の増大、食糧増産
のための水田開発など多岐にわたる水需要に応えるため、計画的に水資源開発を行っている。

相模川河水統制事業（S13～S31） 相模川総合開発事業（S36～S45） 宮ヶ瀬ダム建設事業（S49～H13）

相模川高度利用事業（S43～S47）

【相模川河水統制事業】
○都市用水、農業用水及び発

電用水を総合に開発
相模ダム（S22年完成）
相模ダム嵩上げ（S26年完成）
道志ダム（S31年完成）
開発水量：上水；10.34m3/s

工水； 2.15m3/s
農水； 4.16m3/s

【相模川総合開発事業】
○昭和30年代後半における水

需要急増への対応
寒川取水堰（S39年完成）
城山ダム（S40年完成）
開発水量：上水；10.52m3/s

工水； 4.48m3/s

【相模川高度利用事業】
○昭和40年代の急激な水需要

の増加に対処するため、緊
急暫定的に寒川取水堰下流
の確保流量を都市用水とし
て利用

寒川取水堰改築（S47年完成）
開発水量：上水；12.00m3/s

（暫定）

【宮ヶ瀬ダム建設事業等】
○洪水調節を行なうとともに、計画的

な対処と、効率的・効果的な水運用
を実現するための施設整備

宮ヶ瀬ダム（H13年完成）
相模大堰（H10年完成）
津久井導水路（H12年完成）
道志導水路（H13年完成）
開発水量：上水；15.05m3/s

（14.495m3/sで水利権発行）

補 給 貯 留

道志川で維持流量を満たし
ている時
→ 道志導水路により貯留容

量の大きい宮ヶ瀬ダムに
貯留

比率は ２：１

9,557万m318,300万m3
有効貯水量

比率は １：１２

約1,200km2約100km2
流域面積

相模・城山ダム宮ヶ瀬ダム

相模川水系３ダムの特徴56.21

城山ダム

小倉
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寒川取水堰下流
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※代表的な水の流れを記載 ※代表的な水の流れを記載

相模ダム

相模川

小倉道
志

川

中津川

津
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井
導
水
路

道
志
導
水
路

宮ヶ瀬ダム

寒川取水堰下流

城山ダム

道志ダム

神奈川県の
６割に水道
用水を供給
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）

自流で賄われる人口 相模ダムで賄われる人口

城山ダムで賄われる人口 その他の水系で賄われる人口

高度利用（安定）で賄われる人口 宮ヶ瀬ダムで賄われる人口

高度利用（暫定）で賄われる人口 神奈川県給水人口
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自流等で賄われる人口 143万人（5.19m3/s）

相模ダムで賄われる人口 135万人（10.34m3/s）

城山ダムで賄われる人口 138万人（10.52m3/s）

宮ヶ瀬ダムで賄われる人口189万人
（14.495m3/s）

その他の水系で賄われる人口 274万人
（20.95m3/s）

高度利用（暫定）で賄われる人口 126万人（12.00m3/s）

高度利用（安定）で賄われる人口 11万人（1.00m3/s）



正常流量の設定

相模川水系流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定

■小倉地点の正常流量
（概ね19.6m3/s）

■寒川取水堰下流地点の
正常流量 （概ね12.0m3/s）

動植物の保護等の必要流量

維持流量
3.6m3/s

維持流量
12.0m3/s

水利流量
19.5m3/s

流入・還元量
3.5m3/s

寒川取水堰下流における動植物

の保護等の必要流量

磯部頭首工～小倉橋地点における

水利権量（灌漑期最大6月）

※寒川取水堰から河口までの間で淡

水を取水する施設はない

流入：支川の流入量

還元量：農業用水からの還元

＝

＝

＋ －

■関係機関と連携して水利用の合理化を促進するなど、必要な流量の確保に努める 。
■小倉地点ではかんがい期概ね20m3/s、非かんがい期概ね10m3/s、寒川取水堰下流地点では、年間を通して概ね12m3/sとし、以て流水の適正な管理、円滑な水利使用、河川環境の保全等に資すも

のとする。

②神川橋下流（6.4km）：必要流量 12.0m3/s
サクラマス移動、アユ、ウグイ産卵の必要水深 30cm

平均水深30cm

-0.1m

0.1m

0.3m

0.5m

0.7m

0.9m

1.1m

-10m 0m 10m 20m 30m 40m 50m 60m 70m 80m

6.4km地点

①横須賀水道水管橋下流（15.8km）：必要流量 3.6m3/s
サクラマス移動、アユ、ウグイ産卵の必要水深 30cm

維持流量最大値（動植物の生息地又は生育地の状況

15.8km地点

平均水深30cm

出典：神奈川県水産総合研究所内水面試験場

水利の経緯

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定に関する基準地点

８

5年に1回程度の規模の渇水流量 （■小倉地点 11m3/s ■寒川堰下流地点 8m3/s）

◆相模ダム・城山ダム及び宮ヶ瀬ダムで総合運用を行っており、小倉地点及び寒川
取水堰下流地点の流量の相関が低く、１点管理が困難であるため、基準地点を２
点とする。小倉地点近傍では農業用水の取水があり、寒川取水堰地点では都市用
水の取水がある。小倉地点は中流部の、寒川取水堰下流は下流部の流況を代表
できる場所である。

基準地点は以下の点を勘案し、小倉地点及び寒川堰下流地点とする。

ア ユ

計画 事業年 小　　倉 寒　川　取　水　堰　下　流
河水統制事業

(神奈川県)
Ｓ13年
～31年

昭和3年～昭和12年までの渇水
流量と下流かんがい用水の将来
予測に基づき決定。

下流責任放流量　15.35m
3
/s

相模川総合
開発事業
(神奈川県)

Ｓ36年
～45年

河水統制での下流かんがい用水
計画を見直しし、水道用水と将来
予測を加えて決定。
なお、冬期は漁業その他利用を

考慮し、最低流量を10.0m
3
/sに決

定。

下流責任放流量　冬期10.0m
3
/s

　　　　　　　　　　　 夏期18.99m
3
/s

漁業の観点から自然流況
（S26～37）における最小流

量の平均値11.66m
3
/sで決

定。

下流責任放流量　12m
3
/s

①流量資料の蓄積がある。
②近傍で大きな取水がある。
③小倉地点は中流、寒川取水堰下流は中津川合流後の下流の流況管理に

適した地点。

道志ダム

小
鮎
川

相模湾

相
模
川道

志
川

中
津
川

磯部頭首工：大規模な農業取水

相模大堰：大規模な都市用水取水

寒川取水堰：大規模な都市用水取水

小倉地点：中流部の流量管理地点

三川合流

寒川堰下流地点：
中流部の流量管理地点

多量の農業用水取
水前の流況と支川
中津川等の合流前
の流況を管理でき
る地点

多量の都市用水取
水後の流況と支川
中津川等の合流後
の流況を管理でき
る地点

相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム
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必要流量（動植物の保護、漁業） 必要流量（景観） 必要流量（流水の清潔保持）

寒
川
取
水
堰

相
模
大
堰

中小
津鮎
川川 玉

川

湧
水

寒川取水堰
下流地点

12.0m3/s

小倉地点

19.6m3/s

湧
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相
模
川
左
岸
用
水

相
模
川
西
部
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水

小
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り
の
藪
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湧
水相

模
原
用
水

磯
部
頭
首
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19.6m3/s

12.0m3/s

横須賀水道
水管橋下流

神川橋下流



S39年砂利採取全面禁止
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貯水池内堆砂量

計画堆砂容量

堆砂量（m3）

計画堆砂容量：3,800,000m3

平成18年貯水池内堆砂量

：18,347,400m3

相模川水系総合的な土砂管理①
■昭和30年代には大量の砂利採取が行われ橋脚が浮き上がるなどの障害が発生。
■ダム域では利水容量の減少、貯水池上流での治水安全度の低下、河道域ではみお筋の固定化や礫河原の減少、河口域では砂州の後退と干潟の減少、海岸域では砂浜の後退が

起こっている。

流砂系への主なインパクト 河道域

ダム域 河口域 海岸域

寒川取水堰（S47）

磯部頭首工（S43）

小沢頭首工（S42）

清水下頭首工（S41）

葉山島頭首工（不明）

城山ダム（S40）

諏訪森下頭首工（S42）

沼本ダム（S18）

相模ダム（S22）

宮ヶ瀬ダム（H12）

道志ダム（S30）

砂利採取量
(約20年間)
：2,240万m3

◆相模ダムは60年間で総貯水容量の29.0%において堆砂が発生。
◆相模ダム貯水池への堆砂による利水容量減少や貯水池上流端の治水安全度

が低下。貯水池内の浚渫により対策を実施。

昭和19年から現代の土砂動態にかかるインパクト
◆昭和30年代に大量の砂利採取が行われ、旧相模

橋で橋脚が浮き上がるなどの障害が発生

◆相模川本川において、昭和18年に沼本ダムが竣工
してから、相模ダム、城山ダムが完成し、更に昭和40
年代に多数の頭首工が竣工。

相模大堰（H10）

河床変動
みお筋変動

◆河口干潟は、コアジサシ等が生息する河
川環境を形成。

◆砂州後退で河口干潟が減少。

昭和29年

平成17年

◆漁港等の施設の前後で砂浜が後退。
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砂利採取全面禁止

（S39～）

※S38年については採取量の記録が無いため、実態は不明

 S36
相
模
川
河
口

 H17 茅ヶ崎漁港延伸 
(昭和 26 年～) ヘッドランド 

(平成 2年完成) 

平塚新港 
(平成 7 年完成)

侵食
侵食

昭和22～23年（16.0～23.0k）

平成14年（16.0～23.0k）

浚渫土砂のストックヤード

９

礫河原変動 礫河原は、植生が繁茂

平成15年（32.0k付近）昭和44年（32.0k付近）

干潟

干潟

面積 7.25ha

面積 3.79ha

みお筋が固定化
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昭和35年から維持浚渫を実施

砂利採取の影響により
橋脚が浮き上がった橋

◆昭和39年の砂利採取全面禁止以降、河床は安定傾向にあるものの、みお筋が固定化し深掘れが進行。
◆みお筋が固定化し礫河原に植生が繁茂

現在概ね安定

H10：相模大堰完成

S39：寒川堰完成 S43：磯部頭首工完成

S42：小沢頭首工完成

S40：城山ダム完成



平成13年から平成15年まで相模川水系土砂管理懇談会を開催し提言を頂いた。

目標「昭和30年代前半の相模川(健全な流砂系)を目指す」

相模川水系総合的な土砂管理②

土砂収支の現状

■砂利採取により河床が低下し、横断工作物により土砂移動量が変化。土砂生産源から河口・海岸までの流砂系の連続性に変化が生じている。

■昭和30年代前半の相模川を目指し、土砂生産域から海岸までの連続性を量・質で確保しつつ総合的な土砂管理を行う。

総合的な土砂管理

◆砂利採取（昭和19年～昭和39年）により、河床が低下。
◆横断工作物により土砂移動が変化し、下流への土砂供給が減少。

土砂生産源から河口・海岸まで流砂系の連続性に変化。

通過土砂量比較（試算）

相模川上流域

相模ダム
（昭和22年竣工）

城山ダム
（昭和40年竣工）

磯部頭首工
（昭和43年竣工）

寒川取水堰
（昭和47年竣工）

海岸域

宮ヶ瀬ダム
（平成13年竣工）

中津川上流域

青字：昭和20年代以前
緑字：昭和30年代
黄字：昭和60年代
赤字：現在

現在の堆砂量

957.5千m3

道志ダム
（昭和18年竣工）18,347.4千m3

5,021千m3

74.0万m3（昭和20年代以前）
26.0万m3（昭和30年代 ）
6.5万m3（昭和60年代 ）
6.5万m 3（現在 ）

砂利採取
：約2,200万m3

（昭和19～39年）

砂利採取の影響により
橋脚が浮き上がった橋

目目 標標

河川・ダム・海岸の各領域における土砂に関する課題について、土砂生産域から海岸

までの連続性を量・質で確保しつつ、総合的な土砂管理を行う。

上流置き砂

下流置き砂

置き砂状況（平成18年度）

相 模 川 ・ 川 づ く り の た め の相 模 川 ・ 川 づ く り の た め の
土 砂 環 境 整 備 検 討 会土 砂 環 境 整 備 検 討 会

今後の土砂環境改善に向けた具体
的な方策について、議論を深めるため
に検討会を設置。 （平成15年）

構成メンバー
：市民（団体）、学識経験者、関係機関（漁

協、農水、上水）、行政（河川・ダム・砂
防・海岸管理者 等）

事務局
：神奈川県県土整備部、神奈川県企業庁

水道電気局、国土交通省京浜河川事
務所

土砂管理の方策土砂管理の方策

河床材料調査（ダム堆砂土、河道内堆積土）

土砂動態解析モデルの構築
・河道地形変化の把握・予測
・海岸地形変化の把握・予測

土砂回復目標値の検討

置き砂等のフィールド実験

モニタリング

総合土砂管理計画

対策の実施

平成18年から置き砂等のフィールド実験を

実施。

19.0k地点（座架依橋下流右岸）に5，000m3

の土砂を置き、置き砂による河川環境への
影響を把握。

相模ダム浚渫
約25万ｍ３/年

73.0万m3（昭和20年代以前）
25.0万m3（昭和30年代 ）
10.5万m3（昭和60年代 ）
10.5万m 3（現在 ）

77.0万m3（昭和20年代以前）
34.0万m3（昭和30年代 ）
19.5万m3（昭和60年代 ）
11.5万m 3（現在 ）

11.0万m3（昭和20年代以前）
11.0万m3（昭和30年代 ）
11.0万m3（昭和60年代 ）
1.0万m 3（現在 ）
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